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泌 尿器科領域 の蛋 白質を め ぐる2,3の 問題

第1篇 尿 石 の蛋 白質成分 の研究

京都大学医学部泌尿器科学教室(主 任 稲田 務教授)

助 手 片 村 永 樹

(この論丈の内容は,1955年4月,京 都市においてひらかれた第43回日本泌尿

器科学会総会で,稲 田教授が総会宿題報告の1部 として講演,発 表した,)

             Studies on Protein in Urological Field 

    1: Protein Components in the Urinary Calculi and their Significance 

 Ezyu KATAMURA 

         From  the  Departmmt of Urology,  Faculty of Medicine, Kyoto  University 

                         (Director: Prof. Dr. Tutomu  Inada) 

   Almost all of the components of the urinary calculi are inorganic substances. Many 

urologists, however, were much interested in the organic  components of urinary calculi 

recently. 

   Several kinds of protein in these organic components of uriynary calculi were studied 

in this paper. 

   1) Methode: 0.3- 1.0 gms of powder of urinary calculus was hydrolysated with 20 ti-

mes of 8n-sulphuric acid (20 cc  H2H04/100cc Aq.) in  100°C-110°C and it was neutralized with 

barium hydroxide followed by filtration. Then the filtrate was concentrated and a little 

of it was used for paper chromatography with phenol and n-butanol as solvent. 

   2) Results: The value of each  amino-acid estimated in this study was showed in table 

2-9 in many urinary calculi located in kidney, ureter, bladder, prostate gland and 

vesicovaginal fistula. As shown in these tables, amino-acdis, most of which were 

aspartic acid, serine, glucosamine, alanine and methionine, were found in almost all of 

these stones. 

   Although cystine and valine were found very frequently in upper urinary calculi, 

glutamic acid was much more found than cystine in lower urinary calculi. Cystinic acid 
and valine were main components of prostatic stones. A large amounts of serine  was. 

revealed specifically in the nonopaque stone with x-ray. 

   3) Hydrolystic amino-acids of the pearls : At the same time a pearl was  hydrolysated 

with 8n-sulphuric acid, many amino-acids were proved as shown in table 10. Hydroly-

tic amino-acids of the pearl were similar to the case of urinary stones, but the several 

amino-acids, cystinic acid, cystine, glucosamine and methionine, which were found very 

freqently in urinary stones were not shown in pearls. 
   4) Significance of protein in the urinary calculi for the stone formation : It seems 

to me that the protein is not always necessary for the growth of urinary calculi,  but 

cooperate secondarily with anorganic substances after the study on composition of urinary 
calculi crystallographically, electro chemically and quantum mechanically. 

   Read at 43rd general  meeting of Japan Urological  Association in Kyoto,  April, 1955,
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尿石 の成分 は,そ のほ とん どは無機物質 よりで

きてい るが,そ のなか にふ くまれて いる,わ ず

かの有機 物質 の存 在 が,お お くの 入汝 に よつ

て,興 味 ふか く指 摘 され てい る.こ れ らの有機

物質 は,無 機 成分 を溶解 してのちの,非 晶形物

質を材料 として,呈 色 反応 によつ て,蛋 白質や

遊離 ア ミノ酸 をみ とめ,組 織化学的方法 に よつ

て,単 糖類,多 糖類 や,脂 質,類 脂質,デ ソキ

シ リボ核酸,そ のほか膠質状物質 な どのおお く

がみ とめ られ,ま た,X線 回折 撮影,偏 光 顕微

鏡的観察 によつ て も,塩 類 結晶 のなか に,そ の

存在 をみ とめ られ てい る.最 近,い ろいろな結

石溶解剤 といわれ る薬 剤を もち いて,尿 石 の溶

解 も こころ み られて いるが,そ の ような とぎ

に,有 機質 よ りなる骨格様構造 がの こ り,ま た

現在 ある酵素 や ピアル ロ'ニグーゼな どを作用 さ

せ てもとけな いことか ら,尿 石 の発生 と成長 に

とつて,こ れ らの有機質 のある ことが,必 須 の

条 件ではないか と考え られ,そ の重要性 が強調

されてい る.こ れに反 して,無 機質結 晶の くわ

しい研 究か ら,有 機質 の存在 を第2義 的 な もの

としてあつか う考 えもあつ て,い まだ定説 はな

い.た しかに,こ れ ら有機非晶質 の存在 とその

意義 をあきらかにす る ことは,尿 石 の発生 をふ

せ ぎ,そ の成長 を とめ,ひ いて は,尿 石溶解 の

方法 をも とめ る道 に通 じる1段 階で あろ う.尿

石 中にふ くまれ る有機 物質 の うち,蛋 白質につ

いては,い ままで,蛋 白質 中のア ミノ酸の呈色

反応に よつ て,生 化学的 に,i蛋 白質 あ るいは,

遊 離 ア ミノ酸の存在が考 えられ ていた.わ た く

しは,こ の点を さらにふか く追求 し,蛋 白質を

つ くるア ミノ酸 に分解 して証明す る ことがで き

たので,こ れ を ここに報告す る.

測 定 の 方 法

尿石の適当量(0.3～1.09)を と り,こ れを乳鉢で

くだいてこまかい粉末とし,ま ず,約20倍 量 の8n硫

酸 を加え,110。 ～110℃ の恒温装置中で,20～30時 間

加水分解をおこな う.そ の後,硫 酸をとりのぞくため

に,水 酸化バ リウムで中和 し,炉 過すれば,硫 酸は,

硫酸バリウムとして泥状に沈澱 し,炉 液中にアミノ酸

は移行する.し かし,こ のとぎ,硫 酸バリウムのおも

たい沈澱に,ア ミノ酸は吸着 されるため,こ の硫酸バ

リウム泥 を,数 回,熱 と う水 で 洗 灘 し,そ の た び に炉

過 して ア ミノ酸 を 炉 液 に 移 行 させ,こ れ ら炉 液 の すべ

て を あ わ せ て濃 縮 す る.

この濃 縮 液 の約0.03～0.05ccを 毛 細 管 ピペ ッ トで

と り,東 洋 炉 紙.No.50の,下 端 お よび,左 端 よ りそ

れ ぞれ4cmの1点 につ け てか わ か す.こ の とき,試

料 の,炉 紙 に しみ こん だ 直 径 は 数mm,か な らず5

mm以 内 に して お か な い と,あ とか ら展 開 し てえ た

ス ポ ツ トの 判 定 が む つ か し くな る.

溶 媒 と して は,ま ず,20%含 水 フエ ノール(O.1%

アyモ ニ ア水)を もち い,25。Cの 恒 温 ふ らん 器 中

で,上 昇 法 に よ り展 開 させ,風 乾 後,さ らにN・ ブ タ

ノt-・ル ・氷 酢 酸 ・水(4;1;1)を 溶 媒 と して展 開

させ,2次 元 的 に ペ ーパ ー ・ク ロマ トグ ラ フイ をお こ

な う.風 乾 後,0.2%二yヒ ド リy・ ブ タ ノt-一ル 溶 液

を 噴霧 し,95。 ～1QO。Cで 発 色 させ,そ の ス ポ ツ トの

Rf値(Rateofflow)を も とめ て,ア ミノ酸 を 定性

Table1:StandardRf,ofAmino・acids

amino-acids

91ycine

alanine

β胃alanine

taurine

valine

leucine

isoleucine

phenylala且ine

proline

serlne

treolli1ユe

tyrosine

dioxyphenylalanine

oxyproline

asparticacid

91utamicacid

cystine

cystinicacid

加ethionine

methionine-sulphoxide

lisine

histidine

a「glnlne

ornithine

91ucosamine

tryptophane

asparaglne

91utamine

91ロtatiolle

peptide

solvent

ph・n61i・ …n・1

0.40

0.60

0。71

0.39

0.74

0.86

0.70

0.90

0.89

0.35

0.47

0.66

0,23

0.66

0.12

α20

0.13

0,10

0.83

0.84

0.43

0.70

0.48

0.41

0.52

0.80

0.42

0.62

0.10

0.32

0.39

0,45

0.36

0.53

0.69

0.60

0.74

0.42

0,28

0,35

0.59

0.35

0.26

0.32

0.11

0.13

0.56

0。45

0.12

0.25

0.14

0。11

0,28

0.36

0.41
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的にはかつた.材 料 とした尿石は,す べて,わ たくし

たちの京大泌尿器科学教室において,1954,55年 に摘

出したものをもちい,(前 立腺石で,2例,例 外があ

る)測 定 した総数は48例 で,う ち,腎 石15例,尿 管石

8例,膀 胱石15例,尿 道石4例,そ れに,尿 石そのも

のではないが,そ れと関係のふかい前立腺石の5例,

および,婦 入科手術後に発生した膀胱膣痩に,ち よう

どふたをするようにはまりこんでできた尿石1例(前

後2回,別 の時期に切石したものをもちいたので,の

べ数にしていえば,2例 となる)を もちいた.

また,こ れ らの尿石の うち,X線 撮影で,結 石像を

しあさない,い わゆるX線 陰性尿石の4例 をとり,検

討した,

測 定 の 結 果

1=上 部尿石中の水解アミノ酸

ここで,上 部尿石 とは,腎 石および,尿 管石をさす

1〕 腎 石

腎石中にみ とめ られる水解アミノ酸は,第2表 にし

めす.

これらの腎石中にみ とめ られる水解アミノ酸では,
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ア ス パ ラギ ン酸,セ リy,'ア ラ ニソが もつ と もひ ろ く

み とめ られ,つ いで,グ ル コサ ミソ.シ ス チ ン,メ チ

オ ニ ソあ るい は,ヴ ア リソ な どで あ る.

この さい,お な じ側 の 腎 に,同 時 に2個 以 上 の 結 石

を もつ て い る患 者 の3例 に つ い て,そ の2個 の 腎 石 を

く らべ てみ る と,第2表 に しめ す第10,11例(1.0.

6)で は,シ ス チ ソが 共 通 す る ほ か は,す べ て こ とな

る ア ミ ノ酸 よ りな り,第12,13例(R.N.6)で は

ア スパ ラギ ン酸,ジ オ キ シ フエ ニ ール ア ラニ ソ,ヒ

ス チ ジソ,お よび メチ オ ニyと 共 通 す る が,ほ か に,

お の お の共 通 し な い8種 の ア ミ ノ酸 をみ とめ,ま た,

第14,15例(S.H.♀)で,た く さん の泥 状 に なつ

て い る腎石 の うち の2個 を く らべ る と,グ ル コサ ミ

ン,ア ラ ニン,ヴ ア リン な ど腎石 にひ ろ くみ とめ られ

る ア ミノ酸 は共 通 す るが,あ とは,ま つ た くべ つ の ア

ミノ酸 をみ とめ た.こ れ らの事 実 か ら,同 一 人に,同

時 に,し か も お な じ側 に 存 在 した 腎石 に お い て,そ れ

を か た ちず くる蛋 白質 は,か な らず しもお な じ もの と

は か ぎ らな い よ うに お もわ れ る.

また,同 時 に 存在 して い る両 側 腎石 症 の結 石 を く ら

べ てみ る と,第2表 中 の第8,9例(K.T.♀)で

Table2:HydrolyticArnino・acidsofRenalStoneby8nH2SO,

Icasenumber

・m'n・-1

,。,、。n,

acidslsex

lside

glycine

alanine

β・alanine

taurine

valine

1eucine

phenylalanine

serme

dioxyphenylalanine

oxyproline

asparticacid

91utamicacid

cystine

methionine

lysine

histidine

ornithine

91ucosamine

aspa「aglne

glutamine

91utatione

1

M.

K.

m

r

///
///

///

///

///
///

///

2

S.

K.

m

r

///

///

///
///

///

3

T.

N,

瓢

r

///

///

///
///

///

///

///

4

A.

K.

m

516

S.

H.

ユ
rI1

T.

T。

旦
1

7

///

///
///
///

T・.

H.

f

1

ノ77i777

/7/:

///

///…

8

///
///

///

///

K.

T.

f

r

///

///

∠∠/

///
///
///
〃

9

K.

T.

f

1

///

///

///
///

10

1.

0.

π
r

11

了
立
m

r

12

R.

N.

m

r

13

R.

N.

m

r

'… レ7ノ"『

///

/// ///

///

.∠//

辺
///

//////
///

14

S.

H.

f

r

///

15

S.

H,

f

r

///
///

∠∠∠

,.∠∠∠..

///
///

∠∠/

///1///1

..///

/// .……

///

∠∠/..

///

〃

///

///

///

///

///1
∠//...∠/∠

///

/// /// ///

m=tnale,f=femaleir=righち1=left
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Table3:HydrolyticAmino-acidsofUreteralStone

amlno圃

acids

casenumber

・patient

sex

side

alanine

taurine

valille

isoleucine

serlne

tyrosine

dioxyphenylalanine

oxyproline

aspεfrticacid

glutamicacid

cystinicacid

methionine

histidine

91ucosamine

91utamine

glutatione

peptide

uncertainspots

112i3「45167i8

H,
N.

K.

T・.

T.

T・.

T.

H.

K.

0.

T.

1.

K.
K.

ハ.

K。

flmlflmlflmimm
rIII11111111111

///

///

///

//∠
〃
///

///

///

///

///

1///

///

///

///
///

///

///
///
///
///

/∠////

//////

/∠/

///

///
///

/∠/

///

〃/

∠∠∠

///∠//

∠∠/...__

∠∠/
///

1

///

///
「

}
m=male,f=female,r=right,1=left

ammo■

acids

は,さ き に の べ た症 例 に み とめ た とお な

じ よ うに,ア ラ ニ ソ,ア ス パ ラギy酸 は

共 通 して 存 在 す るが,こ のほ か 右 腎 石 で

は タ ウ リソ,ロ イ シyを,左 腎 石 で は,

セ リン,グ ル タ ミy酸,お よび メチ オ ニ

ソが べ つ べ つ に み とめ られ た.

2〕 尿 管 石

尿 管石 に お い て み とめ た 水 解 ア ミノ酸

は,第3表 に しめ す よ うで あ る.

これ らの 尿 管 石 中 にみ られ る水 解.ア ミ

ノ酸 は,グ ル コサ ミソ,ア ラ ニy,メ チ

オ ニ ソカミもつ と も お お く,ほ か に,ア ス

パ ラ ギ ソ酸,セ リソ,分 解 され な いペ プ

チ ツ ドが ひ ろ くみ と め られ た 反面,グ リ

シ ン,オ ル ニチ ソ,リ ジ ソ,ト レ オ ニソ,

アル ギ ニソ,β ア ラ ニ ン㌔ メチ オ ニソ

・サル フオ キ サ イ ド,ロ イシ ソ,プ ロ リ

y,あ るい は フ エ ニ・一ル ア ラ ニyな どは

まつ た くみ とめ られ なか つ た.ま た,全

尿 石 に お い て,ト リプ トプアyが み とめ

られ な か つ た が,こ れ は,酸 加 水分 解 に

よ るた め で,こ の 点bさ らに,の ちに ふ

Table4=Hydrolyticamino-acidsofVe串icalStone

casenumber

patiellt

sex

1 23 4
亙 一

M.

1.

6 7 819 10111 1213 14-
KT
H.

A.
M.

B.S.

1。T.

D.

K.

E.

N.

K.

K. 昌:陛 査:隈:
S.M.
T.N.

15
-

K.
H.

m fm f f m f mlm mlm mmmlm
alanine i///

β一alanine

valine

tt.加enylalanine

proline

/// /// /// /////////

/// .__∠/////
//////

/// 巴

/// /// //////
/// /// /// ///

十 ∠//
//////

///
サserme //////

///
///////// ////////////

treonine i////// ///
tyrosine ∠// /// //γ...幽

dioxyphenylalanine
曽【-F-一 一一. セ ///
asparticacid 〃 ←,///

///

/// /// //////
//////

層甲一,・ 幽.■
///∠//
///

P.,■ 昌「.7

///91utamicacid /// ///.「. ///
cystine ///....

/ノ7

∠〃
///

cystinicacid ///

/∠/

/// ///
///
∠//
//////

凸..■ 幽 ■ -■ 曽噛暫■

methionine

...,.,7

■騨昌 ・.■

///

/〃 /// ///
1ysine

histidine /// ///
ornithine ///.
glucosamine・

.・,,r

///
「「■,甲

/// /// /// /// 1∠// ///-

,

aspa「aglne ///
91utamine ///

■.・..一..

peptide 一.. /// ///.
ρ■騨 、 π}

ge.・・ni-ale,f=female
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れる.

これを,お なじ上部尿石の腎石 とくらべると,グ ル

コサ ミソとアラ=yは,と もにもつ ともひろくみとめ

られ,こ れについで,ア スパラギy酸,セ リソ,メ チ

ォニy,あ るいはヴアリyが 証明 されたが,シ スチソ

のみが,腎 石におおく,尿 管石にはすくないが,こ れ

に反して,分 解されないでのこつたペプチッドが尿管

石の場合,よ りおおくみ とめ られた.し かし,い ずに

せよ,腎 石と,尿 管石のなかにふ くまれる蛋白質アミ

ノ酸に,と くに有意の差はみ とめに くいようにおもわ

れるが,こ れは,尿 管石が,尿 管原発ではなく,腎 か

ら下降 してきてできたもので,し かも,あ まりおおき

な石を材料にしなかつたことによるのであろう.

皿'下 部尿石中の水解アミノ酸

ここでい う下部尿石とは,膀 胱石,尿 道石,前 立腺

石,お よび膀胱膣痩に生じた尿石の,4つ のものをさ

す.

1〕 膀 胱 石

膀胱石15例 について測定した水解アミノ酸を第4表

にしめす.

表にかかげたように,膀 胱石の水解ア ミノ酸では,

セ リyが もつ ともおおくみとめられ,15例 中の11例 に

みる。これにっいで,ア スパラギン酸,ア ラニン,メ

チオニンが,そ れぞれ15例 中8例 にみとめられ,そ の

ほか,グ ルタミγ酸,グ ルコサ ミンが一般的におお く

みとめられた.

これらの水解ア ミノ酸は,上 部尿石においても普通

にみとめられたものだが,上 部尿石で,も つともよく

みたアミノ酸が,ア ラニy,グ ル コサ ミyで あったの

に対して,膀 胱石の場合,セ リyが もつ とも著明で,

また,腎 石によくみたシスチyは,膀 胱石では,も つ

ともわずかにしか証明できなかった.

2〕 尿 道 石

尿道石とここでい うものは,結 石を摘出したときの

状態からだけでいって,実 際的な発症 とは,と くに関

係なくとりあげた.こ れら4例 の尿道石水解ア ミノ酸

の測定結果は,第5表 にしめしたが,こ のうち,第1

例(A.S.δ)と,第2例(K.S.6)の2例 は,

きわめて高度の尿道狭窄があ り,第2例 に しめす患者

は,そ のため膀胱高位切開をおこない,順 行性に尿道

拡張および,尿 道切石術をおこなった,

尿道石においては,ア スパラギソ酸がもっとも著明

であつて,全 例にこれをみ とめ,こ れにっいでは,グ

ルタミy酸 とメチオニyで ある,

しかし,第5表 にしめす症例の うち,第3例,第4

Table5
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HydrolyticAmino-acidsof

UrethralStone

amlno一

acids

casenumber

patient

sex

91ycine

alanine

βalanine

valine

phenylalanine

proline

serlne

treonine

tyrosine

dioxyphenylalanine

asparticacid

91utamicacid

cystine

cystinicacid

methionine

histidine

91ucosamine

peptide

1

A.
i
m

/∠/

///

///
///
///
///

2

K.

S.

m

///

3

D.

u.

m

4_
A.

T.

m

///1
///i

/〃 .

///

/// .
///

/∠/

///

/∠/.///

///

///
///

///

///

//∠

∠∠∠

///

,、/∠/

m=male

Table6:HydrolyticAmino・acid

ofVesicovaginalStone

am1110一

acids

patient lM.1.50yearsold

£罐o岡fvag…1脇1

time 11211
alanine ///
β一alanille ///
valille /// ///

///
///

proline
・

ser1且e ∠∠////
treonine ///
asparticacid /// ///

91utamicacid /// ///
cystinicacid /// ///
methioロine /∠/

///
///

∠∠/

∠//.

///

///

///

/∠∠

幽.「`.

9..,.L.

histidine
・ ・

arglmlle

glucosamine ///
peptide /// ///1 1

例の患者は,発 症が急激で,た だちにわたくしどもの

外来をおとずれ,ま た尿道には,狭 窄や憩室などの器

質的な異常は,ま ったくみとめられず,尿 道より上の

尿石が,自 然に排出される経過の うちで,た またま尿
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道にひつかかつてとどまつたものと考えられる.'こ の

2例 の尿道石中の水解ア ミノ酸を,膀 胱石中のそれ と

くらべると,き わめて似てお り,こ れに反して,尿 道

狭窄があ り,な がく排尿困難をきたしていた症例で,

尿道に結石がひつかかつて成長したと考えられるもの

では,さ きにのべた2例 にくらべて,膀 胱石 との類似

は,や やとぼしいようにおもわれる.

3〕 膀 胱 膣 痩 石

この膀胱腔痩石とい うのは,50才 の女で,性 器不正

出血をきたし,婦 人科的に受診して子宮筋腫の診断を

うけ,膣 式に子宮筋腫摘出術を うけたところ,膣 より

尿失禁をきたすようにな り,術 後,10日 で くわしくし

らべてみると,前 膣窃隆より尿がでてお り,こ の部分

と,膀 胱底部と交通する痩孔ができている.そ のまま

放置 して不愉快な毎日をおくっていた所,3年 後に,

下 腹部にかるい疹痛があるようになり,ま た時 として

血尿をきたすようになったが,膣 からの尿の流出は減

ってきた.そ こで,わ たくしたちの外来をはじめてお

とずれたが,結 局,痩 孔の膀胱底部と腔のそれぞれの

開 口部に一致して結石の形成をみとめ,こ れが,ち よ

うど痩孔にふたをしたようにな り,痩 孔の全部を うめ

るように,つ ながつて結石ができ,結 局,亜 鈴型に痩

孔にはまった結 石形 成をきたしたために,痙 痛や血

尿,お よび,膣 よりの尿流出が減ったのである,'

これは,膀 胱部は,む しろ白色帯黄褐色であるのに

反し,膣 部のそれは,う すい紅色を呈していた.処 置

としては,全 部摘出して,痩 孔の閉鎖手術をおこな う

べきであつたが,患 者が,こ のような手術をどうして

も希望 しないため,や むなく,膀 胱内および,膣 内の

結石の1部 を切石し,対 症的にのみ,苦 痛をかるくす

るような方法しかとれなかつたが,こ の膣部および膀

胱底部の結石の切石片を材料 として,蛋 白質水解ア ミ

ノ酸を測定 した.な お,こ のような切石を1年 のあい

だをおいて,前 後2回 おこなつたので,そ の結果を く

らべて,第6表 にしめした.(膀 胱側のみ,第1回 の

切石片をもちい,2回 目の切石片はもちいなかつた)

この結石は,当 然,膀 胱石から発生 し,成 長してゆ

っくりと膀胱膣痩孔を うめ,膣 内に突出してなお成長

しつつあるものであるが,膀 胱部切石片 と膣部切石片

とでは,そ の水解ア ミノ酸は,は なはだしくことな

り,ヴ アリン,セ リソ,グ ルタミン酸あるいは,シ ス

チン酸においてのみ共通するが,ア スパラギン酸,メ

チオニソ,ヒ スチジン,ア ルギニン,グ ルコサ ミンな

どは,ま ったく膀胱側にては,み とめられない.

このことは,成 長の過程で,無 機質にひっついてき

た蛋白質が,膀 胱と腔部とではことなつてお り,腔 内

の組織,あ るいは分泌物などと関係するものと考えら

れる.

これに反して,膣 部の切石片にっいていえば,前 後

2度 とも,ほ とんど差はみとめがたいとい うのは,当

然であろう.

Table7 HydrolyticAmino-acidsof

StoneinProstate

ami且0-

acids

casenumber 1 z
H.
N,

3 4

1

5

patient

age

1.

N.

E.

M,

H.
1.
K.

H.

茨「「募 65 70 73
alanine ///
β一alanine 1///

taurine ///
valine

leucine

phenylalanine

.∠∠∠∠∠/∠∠/

///__

//////

proline

serme

treonine

/∠∠
///

tyrosine ///
dioxyphenylalanine

.鱒pa撫9.麗1重..

.91utamicacid

...∠/∠

cystinicacid

methionine

///

///

/// .
///
///
///
///

histidine

1

∠∠/∠∠∠∠∠∠
./∠〃 ∠/〃

∠∠//∠/

〃
///

glucosamine ///

∠∠∠

4〕 前 立 腺 石

前立腺肥大症をともない,恥 骨後前立腺摘出術で前

立腺を摘出したさいに,同 時に結石もと りだしえた3

例 と,か るい前立腺膿瘍があ り,膀 胱石も同時に存在

したため,膀 胱高位切開をおこなつて,膀 胱石と前立

腺石をとりだした2例 の,あ わせて5例 のものについ

て測定した.そ の結果は,第7表 にしめす とお りであ

るが,こ れらの前立腺石の前3例 のものは,原 発性と

考えられ,後 の2例 は,む しろ続発性 と考えられる.

前立腺石でみ とめ られた水解ア ミノ酸を,証 明でき

た頻度からいえば,ア スパラギン酸,セ リン,ヴ アリ

ン,そ れにシスチy酸 などである.

これを膀胱石 とくらべると,膀 胱石の場合 とおなじ

ように,セ リンの証明頻度がたか く,す べての例にみ

とめられた.さ らに,ヴ ア リy,シ スチy酸 がたかい

率でみ とめられるのは,特 ちよう的である.こ のこと

は,上 部尿石の場合 とくらべてもいえることで,腎 石

との類似は・アスパラギン酸,セ リこ/にみ とめられる

が,ヴ ア リン,シ スチン酸は,あ きらかに前立腺石に
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おおい頻度であらわれてくる.

膀胱石 と続発性前立腺石 とを同時に合併していた2

例(H.1。70才 ヌ1.H.67才)で,こ の両方の水

解アミノ酸の比較を,第8表 にしめした.

Table8:HydrolyticAmino-ac三dsof

StoロeinProstatewith

VesicalStone

123

H。Lほ.H.

に しめす.症 例は,腎 石2例(左,右 腎石おのおの1

例)に 尿管石2例(い ずれも左尿管石)の,あ わせて

4例 にっいて検討した.

patient

TablegHydrolyticAmino-acidsof

NonopaqueStones

amlno一

ammo一

acids

positionof
stone

caseNo.

β一alanine

valine

、

phenylalanine

proline

serlne

treonine

asparticacid

glutamicacid

cystinicacid

methionine

histidine

glucosamine

・i・pl・

4191,II。

///
///
///
///

///

///
///
///
///..
///
///
///
///

//1/ノノ
///

/Zン

∠∠/
///

//∠
/γ/

∠〃

///

∠//

///

///

///

///

acids

casenumber

patient

position◎f
stone

sex

alalline

valine

serne

tyrosine

asparticacid

91utamic

cystine

cystinicacid

methionine

histidine

glucosamine

12i314

6:IT:
K.

0.

RKLKLU

T,

1.

LU

mlmIflm

///

///

///

///

/左

///
///

∠∠∠
///

///

///
///
///

///

///

///

/∠∠

1/∠/
////∠/

///
///

///

P=stoneofprostatev=vesicalstone

この表 で あ き らか な よ うに,H.1.例 で は,シ ス

チ ン酸,ア ス パ ラ ギy酸,グ ル タ ミン酸,セ リン,ヒ

ス チ ジy.メ チオ ニy,プ ロ リソ,お よび フエ ニ・・ル

ア ラ ニソに お い て,ま っ た く一 致 し,た だ グ リコサ ミ

yと,β 一・ア ラ ニンが膀 胱石 で,ト レオ ニy,ヴ ア リ

ソが前 立 腺 石 で,そ れ ぞ れ一 致 せ ず にみ い だ され た

が,こ れ らの うち,グ ル コサ ミン は膀 胱 石 に,ヴ ア リ

ンは前 立 腺 石 に お い て,特 ち よ う的 にあ らわ れ た 水 解

ア ミノ酸 で あ る こ とは,す で にふ れ た .

また,第2のY.H.例 で は,両 方 の 水 解 ア ミノ酸 は

まっ た くひ と しい した が っ て,こ れ らの 同時 に合 併

して 存 在 した膀 胱 石 と前 立 腺 石 とは,そ の発 生 をお な

じ くし,成 長 した 局 所 の 関係 か らのみ,わ ず か な 差 を

生 じた が,実 際 に は,ほ ぼ お な じ よ うな 蛋 白 質 で構 成

され て い る一 い い か え れ ば,こ の2例 の 前 立 腺 石 は,

膀 胱 石 よ り続 発 した も の と考 え られ る.

皿:レ 線陰性尿石中の水解アミノ酸

X線 陰性尿石は,臨 床的に尿石症の診断を困難にさ

せる点 より,い ろいろと追求され,そ の診断法に,い

くつかのこころみがなされている.一 般 にX線 陰性結

石の無機塩は,主 として,尿 酸塩よりなるといわれて

いるが,そ の蛋白質水解ア ミノ酸については,第9表

RK=RightKidney

LK=LeftKidneym=male

LU=LeftUreterf=female

この第9表 にみるように,X線 陰性の場合,ど の部

位に存在した尿石にせよ,ほ ぼ共通の構成アミノ酸を

もつてお り,そ れ らは,ア スパラギン酸,セ リン,ア

ラニy,ヴ アリンおよび,メ チオニソがそのほとんど

で,し たがつて,こ れらの尿石中にある蛋白質は,比

較的にす くないアミノ酸によつて構成され,し かも,

おなじ上部尿石ばか りではあるが,摘 出した部位のこ

とな りにもかかわらず,ほ ぼ共通したア ミノ酸,あ る

いは蛋白質をもっている.

とくに,こ のうち,セ リンは4例 の尿石のすべてに

み とめられているが,き わめておお・きなスポツトであ

らわれ,同 一の資料を数回2次 元的に展開しても,つ

ねに,そ れはおなじ結果をえた.ペ ーパー クロマ ト

グラフイーの場合,厳 密な意昧では,あ らわれたスポ

ツトだけでは,ア ミノ酸を定量するにはなおいろいろ

聞題があるが,お よそ,量 の多少は判断しうるとい う

点よりすれば,セ リソの含有量がおおいとい うことは

X線 陰性尿石でまったく特ちよう的な事実である.

尿石中の蛋白質の存在と,

その意義について

尿石 中の蛋白質と水解ア ミノ酸の種類一 わ た くし

は,上 に のべ た ように,尿 石を8n硫 酸 で加水
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分解 し,2次 元的 ぺ・・パ ー ク ロマ トグラフ 法

で,お お くの水解 ア ミノ酸を測定す る ことがで

きた,こ れは,ど の部分 の尿石に もの こらず み

とめ られ,蛋 白質 が,尿 石中に 存在す る こと

を,積 極的にあ きらかにす ることがで きたわけ

であ る.

わ た くしの測定 しえた水解 ア ミノ酸 は,ア ス

パ ラギ ン酸,セ リン,グ ル コサ ミン.ア ラニン

お よび メチ オニ ンを申心 として,そ れ に,上 部

尿 石では,シ スチ シ,ヴ ァ リンが,下 部尿石 で

は,こ れ とは逆 に シスチ ンがす くな く,グ ル ク

ミン酸 がひろ くみ とめ られ,前 立腺石で は,と

くに,シ スチ ン酸 とヴ ァ リンが たか い頻度 でみ

とめられた.さ らに,子 宮筋腫摘 出術後 に発生

した膀胱膣 痩には まりこんでで きた尿石で,そ

の膀胱側切石片 と,膣 側切石片 中の水解 ア ミノ

酸 を くらべ ると,は つ き りした 差 が み とめら

れ,ア スパ ラギ ン酸,メ チオニ ンな どのほか
ナ

に,ヒ スチ ジン,ア ルギ 昌ン,グ ル コサ ミンな

どが膣 側切石片 中に,ま た,膀 胱側切石片 で

は・β一ア ラニン,ア ラニン,プ ロリン,あ るい

は トレオ 昌 ンな どがそれぞれ別 の ア ミノ酸 と し

て証 明され た.

しか し,こ れ らの別 を くわ しく検討す ると,

そ れぞれの組織 におけ る細 胞や,そ の細胞 の部

分 に よる単純 あ るいは,複 合蛋 白の差,分 泌 さ

れ た蛋 白質,炎 症 に よる変化 な ど,た くさんの

条件 に よつ て ことなつて きた もので,尿 路 の各

部位 で一 応の差 はみ とめ られ るが,か な らず し

も,部 位 のちがいで,典 型 的,特 ち よう的 な差

はでない ようにお もわれ る.た だ,上 に もふれ

た ように,直 接 尿路 と関係 のない部分 に発生 し

成長 した場合,尿 跨(こ の場合,膀 胱 だが)で 成

長 した結石 と くらべて,は つ き りした差が み と

め られ るのは,ま つ た く,そ の局所的 な蛋 白質

の差 か ら くるといえ よう.

もつ とも,こ れ らの点につ いて,み とめ られ

た水解 ア ミノ酸 を くみた てて,特 定の蛋 白質 を

決 定す ることは困難 で,な お今後,追 求 してゆ

く問題 がの こされて いる.

尿石成分の複雑性一 尿石成分 の分 析はふ る くか

らいろいろの人 によ り含いるいろの方渉 に よ・?

ておこなわれ,と くに,そ の無機晶質成分の分

析では,た だ分析化学の方法だけにとどまらず

偏光顕微鏡や,電 子顕微鏡をもちい,さ らに,は

焔光分析をおこなつて,無 機質結晶ばかりでな

く,微 量の金属塩のくわ しい研究さえある.

また,X線 回折撮影法の応用によつて,無 機

質 のくわ しい定性ばか りでな く,結 石構造の研

究がおこなわれ,結 石粉末の回折撮影で,い ろ

んな無機質結晶のつなが りと,非 晶質有機成分

の部分 との関係についても,だ んだんとあきら

かにされつつあり,こ の点は,す でに1955年

に,第43回 日本泌尿器科学会総会の尿石症に関

す る宿題報告で,稲 田教授 もふれられて,報 告

した.

有機質成分についても,す でにふるく,Eb-

steinら によつてその存在を予想 され,尿 石生

成の基礎的骨格物質 とまで考えられていた.そ

の後,研 究方法がすすむとともに,お お くの入

汝によつて有機非晶質成分の研究がさかんとな

り,こ れらの有機質 より,蛋 白質,ア ミノ酸,

多糖類,単 糖類,脂 質,類 脂質,あ るいは核酸

などの存在が,指 摘 されているが,い ずれにせ

よ,有 機質,無 機質,多 数の成分がい りみだれ

尿石の構成はまことに複雑である.

尿石中の有機質の量一 このような有機質の尿石

全体のなかでしめる比率は,き わめてわずかの

ものと考えられている.今 日,ま つた く正確

に,無 機質 と有機質とを量的にわけることので

きた報告はないが,す でに,斎 藤は,蛋 白水溶

性 のある尿石溶解剤Versenを もちいて尿石

溶解をこころみ,灰 化法 によつて測定した結果

尿石中の有機質の量 は,0.5%以 下であるとの

べている.

真珠 もまたひろい意昧では結石の概念のなか

にいれ うると考えられるが,真 珠は,構 造上す

でに有機質 と無機質とが層状に共心的に平行 し

て存在 し,有 機質は比較的ゆたかにみ とめられ

るが,そ れにしても高岡によれば,こ の真珠の

有機質は,全 体の5.04～6.39%に しかすぎず,

これに くらべれば,有 機質層のはつ きりしない

尿石では・まつた くわずかの量 としか考えられ

ない,
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尿石の成長のしかた一 これ らの有機質 は,尿 石

のなかで どの ように存在 し,ど の ような役割 を

はた しているかにつ いて,す なわち,尿 石 のほ

とん どを しめ る無 機質結 晶 と,ど ういうかた ち

でむす びつ いてい るかについては,ま だ,わ た

くしたちを溝 足 させ るような報告は ない.こ の

ことは,今 日,観 察の単位 が結 晶その ものであ

つ て,そ の結晶 をつ くる分 子あるいは,イ オ ン

と してで はない点 に,真 の構造 をはつ きりとさ

せ えない1つ の理 由が あ る よ うに お もわれ る

が,も とよ り,わ た くしども臨床家に とつ ては

まことに困難 なわざであ る.

結 晶の成長 につい て,今 日の結 晶学 のお しえ

るところに よると,一 定温度 の もとで,溶 液の

過飽和に よる結晶質 の析 出 と,な ん らかの理 由

で核 の形成がみ られ,結 晶の分 子 の配列 のみだ

れ が生 じて,結 晶は,ら せん形 うず まきをつ く

つて成長 してゆ く事 実が,き わめ てた くさんの

結 晶においてみ とめ られ,ひ ろ く承認 され てい

る.ま た,こ の ような結晶分 子のつ くる核 は,

エ ネルギーの関係 か ら,ま つた くの平面 より,

不 平な面 につ きやす い.こ うい うらせ ん形をな

して結 晶 と して成長 してゆ く過程 で,結 晶分 子

(あ るいは原子)は,電 気化学 的には,ポ テ ンシ

ャルの関係 で,量 子力学 的には,そ れぞれ の分

子間相互に みられ る分 子間引力に よ りむす びつ

いてゆき,尿 石 につ いていえば,こ れ ら多数 の

結 晶が あつ まつ て,ら せ ん運動をつずけ,必 要

なエ ネルギ ーを最小 にす るた め,合 理的 に表面

積 をちいさ くし,し たがつ て球形 になつ て成長

してゆ くと老 え られ る.も ちろん,成 長 す る場

所 での形の制約 があ るか ら,尿 管 では細長 くな

り,膀 胱で はほぼ球形 にな り,腎 石でおお き く

なれば,樹 枝状,さ ん ご状 とな る.い ずれ も,

場 所 と,最 小 エネルギーです む方 向への発展 と

か らで きた かた ちである.

分 子間引力 な り,ポ テ ンシヤル の 関 係 な り

で,分 子やイオ ンはむすびつい て,結 晶 の成長

がみとめ られ るが,こ のあいだで,主 と して過

飽 和溶 液の問題 で,い ろいろな分 子や イオ ンが,

容 易陣む すびつ く.結 晶質 の供 給 が お お くな

り,溶 液 の温度 があがつた り,そ の メジュウ亭
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の 反 応な どのいろい ろな条件 で,こ れ らの経過

は,一 層促進 された り,あ るいは反対 に停止す

る.

有機質のうち,わ た くしが,そ の存在を確認

した蛋白質についていえぱ,こ れは両性電解質

で,酸 性溶液中では陰極に移動 し,塩 基性溶液

の場合には,陽 極にむかつて移動するから,等

電状態にないかぎり,き わめて,他 の分子に結

合 しやすい分子であり,ま た,結 合すれ ば,比

較的安定な状態にな り,は なれに くい.

これらのメジウムの反応は,主 としては体内

における燃焼,蛋 白質の酸化,尿 路の炎症のあ

りなし,他 の疾患,た とえば,血 液疾患や,胃

液分泌量の増加を来たす場合,自 律神経系の緊

張状態や不安定な状態などの,い ろいろな因子

に影 きようされて変化する.し たがつて,わ た

くしの実験で,す べての尿石中に,蛋 白質を構

成するア ミノ酸をみいだしえたのも,当 然のこ

とといえるわけである.

尿石の形成と成長における蛋白質の役わり一 この

ような,蛋 白質は,尿 石のなかでどのような役

割 りをはたしているのであろうか.こ の蛋白質

をもふくめた,有 機非晶質全体がどのような役

目をになつているかは,に わかに解決 しえない

むつかしい問題である.

すでに鳥越は,結 石の偏光顕微鏡的研究で尿

石の発生 と成長について,ま ず非晶質の析出が

あり,こ こが結晶形成の場 となることを指摘 し

た.

また,斎 藤は,石 灰質沈着には,多 糖類の存

在が必要な条件であることを,尿 石の組織化学

的研究から指摘 している.

しかし,す でにふれたように,結 晶核の形成

と,そ の後の結晶成長には,溶 液のなかで,結

晶質の過飽和析出がもつ ともおおきな因子であ

り,し かも,そ の中心はあ くまで無機晶質であ

つて,そ の分子の相互のむすびつきのなかに,

有機質高分子もわりこむ形になるか ら,非 晶質

の析出は,た ての1面 にすぎず,尿 石形成に必

須の条件 とはならない.

また,た とえば斎藤 により,く わしく紹介さ

れ,追 試 された,尿 石形成のさいに糸球体内に
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み とめられたKochの 膠 質小 体 について も

Herklotzに よれば蛋 白質 であ り,斎 藤 に よれ

ば 多糖類 であ るが,こ の説 の正否 は しば ら くお

くとして,こ のよ うな有機質 の析 出がみ られ た

として も,お な じような理 由か ら,尿 石形成 の

必須条件でな く,こ の場合,有 機非 晶質 の過飽

和析出 として,み とめた として さしつか えない.

た だ,ま だ,こ の小体につ いての迫求 は充分 で

ないので,蛋 白質,あ るいは多糖類その ものの

ように されてい るが,こ の小体 中の無機 イオ ン

については,ま だ考え られ てお らず,こ れ らの

蛋 白質 な り,多 糖類 な りの分 子 と,無 機結晶質

分 子 どのむす びつ きが わか らない.し たがつ

て,こ の膠質小 体を もつて,た だ ちに尿石核 と

速断は しに くいわけで ある.ま た生体 内の体液

中には,こ の ような無機 イオ ン,有 機 イオ ンと

蛋 白質 との結合はつねに存在 してい る.さ らに,

ボ ーマン氏嚢 丙に おけ る膠質化学的 な変化 が,

あ きらかにな らな くては,不 充分で ある とお も

われ る.

す でに のべた よ うに,有 機質 の尿石 中におけ

る重量比は,お お くとも数%以 内であるが,核

の有機質 とい う点か らいえば,不 当におおい,

また,わ た くしの測定結果 か らも,相 当量 の水

解 ア ミノ酸 をみ とあた ことか ら,晶 質 発展の場

として存 在 すべ き 有機質 の量 を は るかに こえ

て,尿 石成長 の過程 で,蛋 白質 をふ くむ有機質

の附着 が考 え られ る.こ の点,す でにふれた よ

うに,過 飽 和膠質溶液 におけ る蛋 白質,あ るい

はア ミノ酸 は,ボ テ ンシヤルの関係 な り,分 子

間引力な りに よつて,容 易 に,無 機晶質 イオ ン,

分 子に附着す るわけで ある.

結 局,蛋 白質 の存在 は,ま つた く本質 的な も

のではな く,核 の形成 をなす場合 もあろ うが,

結 晶形成 と成長 には,必 須の条 件ではな く,2

義 的な存在 と考 え る.

真珠水解アミノ酸 と尿石水解アミノ酸の比較一真珠

は核(こ こでい う核 は,結 晶学 的な意味 での核

ではな く,人 工的にそ う入 した組織片 と貝 が ら

切 片あ るいは,自 然 に生 じた 寄 生 虫 な どをい

う)の 上 に,真 珠 質の沈 着に よつてで き,石 灰

層 と有機 層 とが,共 心的に平行 し,球 形 に結 晶

成長 した もので,結 石 の ような もので ある.

この真珠 の有機質層 は,コ ンキオ リンcon-

chiolinと よばれ てい るが,こ の有機質層 は全

体 としては,尿 石 よ りは,は るかにお おい.わ

た くしは,こ の真珠 を,尿 石 とおな じよ うに8

n硫 酸 で加水 分解 し,ペ ーパ ー ・ク ロマ トグラ

フ法 で2次 元 的に展開 し,そ の水解 ア ミノ酸 を

みたが,そ の結果 は,第10表 に しめす.な お,

もちいた真珠 は,び わ湖産 の淡 水養殖真珠で,

核 は のぞ き,ま た完全 円形 の ものではない.

Table10=HydrolyticAmino-acids

ofPearl

amino-acids

glycine

alanine

valine

phenylalanine

serine

treonine

asparticacid

91utamicacid

peptide

こ の さい,み とめ られた水解 ア ミノ酸は,ア

スパ ラギ ン酸,グ ル ク ミン酸,リ ジン,ト レオ

昌ン,ア スパ ラギ ン.グ リシン.セ リン.ア ラ

ニン,ヴ ア リン.フ ェニールア ラ昌ン,お よび

分解 され ない ペプチ ッ ド斑 な どで,真 珠 の有機

質 中に も,多 数 の水解 ア ミノ酸の ある ことがわ

か り,真 珠形 成の さい,其 の組 織 より分泌 され

る真珠質 のなか に,尿 石 の場 合 と おな じよう

に,蛋 白質 の分泌 がお こなわれ るわ けであ る.

また,こ れ らの水解 ア ミノ酸は,尿 石中のそ

れ と,ほ とん どおな じだが,た だ,尿 石でみ と

めた,シ スチ ン,グ リコサ ミン,メ チオ 昌ンな

どがみ とめ ら れな いのは,す でに のべた よう

に,こ となる組織 に よる蛋 白質 の ことな りか ら

きた現象 であろ う.

な お,こ こで一言 つけ くわ えな くては ならな

いのは,い ずれ の場合 も,水 解 ア ミノ酸 を うる

ため に,8n硫 酸 で加水分解 をお こなつ たため

トリプ トファンが分解 され て,ス ポヅ トとして

は あらわれ なかつたが,こ れ に よつ て,ト リプ

トファンの存在 を否定 しさる ことはで きない.
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最近,中 込 は,前 立腺石 を濃塩酸 で煮沸加水 分

解 し,お な じように,ブ クノール1次 元法 で,

ペ ーパ ー ・クロマ トグラ フィ ーをお こない,前

立腺石に,RfO.50の ト リプ トファンと,0.68

の フ ェニ ールア ラニンとが特有 的にみ とめ られ

たとい うことを,そ の前 立腺 石に関す るす ぐれ

た論丈 のなかで のべ ているが,わ た くしの測定

結果 とはやや ことな り,ま た,ト リプ トファン

が酸加水分解で分解 され,フ ミンとよばれ る黒

褐色物質にかわ つ て し ま う点が 無 視 され てい

る.

また,わ た くしの証 明 した水解 ア ミノ酸 で,

ア スパ ラギ ン酸,セ リンあるいは,ア ラニンの

うち,あ る ものは,こ の トリプ トファンが,力1

水分解 のさいで きたアルデ ヒ ドや,糖 によつ て

還元 され て生 じた もの も当然 ふ くまれ ていると

考 えられ る.

尿石研究の将来一尿 石の形 成 と成長 とい う問題

は,も つ と もふ る くか ら研究 され ているのにも

かかわ らず,ま だ まだ あつい壁 と して,わ た く

したちのまえにたちふ さがつ ている.し たがつ

て,今 後 あ きらかに しな くてはな らな い問題 は

きわめておおい.

そ のなかで,重 要 な ことは,奪 ず尿石 の発生

と成長 の問題 をただ し くわけて論 じな くてはな

らない とお もう.こ れ らのなかで,膠 質化学的

に溶液 の過飽和 の問題,生 体 内の体液 中に おけ

る無機,有 機 イオ ンと蛋 白質 な ど有機質 との結

合が存在す るが,そ の ようなイオ ン蛋 白質 複合

体 の排 出とい う局所組織解剖 学的 な研究 は重要

であろ う.さ らに,こ れ らの経過 の うちで,生

体 の防衛 反応 としての保護 膠質の本態 とはたら

きな どの点 が,き わめ られてゆか な くては なら

ないだろ う.

む す び

1〕 各 部位 の尿石 につ いて,8n硫 酸 加水分

解 をお こない,2次 元 ペーパ ー ・クロマ トグラ

フィーの方法 で,蛋 白質 水解 ア ミノ酸を定性 し

すべての尿石 で,蛋 白質 の存在 を確認 した.

2〕 証明 され たア ミノ酸 の種類 は,今 日み と

め られ ている,ほ とん どすべての ア ミノ酸 にお
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よん だが,主 としては,ア スパ ラギ ン酸,セ リ

ン,グ ル コサ ミン,ア ラニ ン,メ チオ ニンで,

ほ か に,上 部尿石(腎,尿 管石)で は,シ スチ ン

ヴァ リンが おお くみ とめ られた.下 部尿石(膀

胱,尿 道,お よび膀胱膣 嘆石)で は,こ れに 反

して シスチ ンの含有 はまれで,グ ル タ ミン酸が

おお く,と くに,膀 胱膣痩石 の膀 胱側尿石 と,

膣 側結石 とでは,は なはだ しい差 をみ とめ た.

男 子附属性腺 である前立腺 に原 発 した結 石で

は,と くに シスチ ン酸,ヴ ァ リンをおお くみ と

め た.

3〕 同一患者 で,同 じ組織 に,同 時 に存 在 し

て いた 多数尿石 の2つ を,同 じように加水 分解

し,そ の水解 ア ミノ酸 を くらべたが,お な じ組

織 に あつ ても,か な らず しも,ま つた くひ と し

いア ミノ酸がみ とめられ る とはかぎ らない.

ま た,お な じ患者 の,同 時 に存在 した,あ い こ

とな る部位 の尿石 を くらべて検討 したが,こ れ

は ら,そ れ ぞれ の組織 におけ る蛋 白の質 と量,

炎 症 の存在,変 性 の うけ方,あ るいは,尿 石形

成の時期な どの諸条件 に よつ て ことな り,や や

差 がみ とめ られ るが,ま つ た く,典 型 的,特 ち

よう的 な差 はみ とめに くい ようにお もわれ る.

4〕X線 陰性 尿石 においては,こ れに反 して

セ リンのおおきなスポッ トが,尿 石の位置 のい

かんを とわず,み とめ られたのは,水 解 ア ミノ

酸 の種類 のす くない こと とともに,い ち じるし

い現 象で あつ た.

5〕 びわ湖産 の淡水養 殖真珠 を,尿 石 とおな

じよ うに加水分解 し,尿 石の水解 ア ミノ酸 と く

らべたが,尿 石 に よ くみ とめ られた シスチ ン酸

シスチ ン.グ リコサ ミン.あ るいは メチオ ニン

な どは,ま つ た くみ とめ られなかつた.

6〕 尿石 中にある蛋 白質 を もふ くめた有機質

の存在 意義につ いて,い ささか意 見を展開 した

が,す くな くと も尿 石の成長 に対 しては,蛋 白

質 の存在は必須 の条件 ではな く,あ くまで2義

的な もので あつ て,結 石 成長 の イニシャティ ー

ブは無 機晶質 イオ ンが もつ てい ることを,結 晶

学 的,電 気 化学 的,あ るいは量子 力学 的に指摘

した.し か し,も ちろん,さ らにふか く考 えを

す すめたい,
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7〕 尿石の形成と成長の研究は,分 析的な方

法ばかりでなく,む しろ,生 体内の変化として

動態的にとりあげるべ きことを主張 した.

稿をおわるにさいして,恩 師稲田教授の御指導 と,

御校閲にたいして,心 から感謝をささげる.

無機結晶成長の問題にっいては,京 大理学部助教授

中村陽二君におしえられるところがす くなくない.

また,こ の研究に,終 始,協 力をおしまれなかった

教室のみなさんに感謝する.こ の研究は,1954,55

年の文部省科学研究費(尿 石班)の 援助を うけた.
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